
奈
良
・平

城

京

跡

・
奈
良
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一　
奈
良
市
今
小
路
町
、
二
　
同
高
天
町

。
高
天
市
町

・

中
筋
町

２
　
調
査
期
間

一　
二
〇
〇
五
年

（平
１７
）
五
月
～
七
月
、
二
　
一
一〇
〇

六
年
八
月
～
二
〇
〇
七
年

一
月

奈
良
市
教
育
委
員
会

一　
中
島
和
彦

・
武
田
和
哉

二
　
中
島
和
彦

・
池
田
裕
英

都
城
跡

・
中
近
世
都
市
跡

奈
良
時
代
～
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

一　
左
京
二
条
七
坊
十
五
坪

（市
五
三
一
次
調
査
）

調
査
地
は
、
平
城
京
跡
左
京

二
条
七
坊
十
五
坪
東
半
部
の
ほ

ぼ
南
北
中
央
部
に
あ
た
り
、
東

京
極
大
路
で
あ
る
東
七
坊
大
路

の
西
側
に
隣
接
す
る
。
平
安
時

代
以
降
は

「東
大
寺
七
郷
」
の
一
つ

「今
小
路
郷
」
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

今
小
路
の
地
名
は
、
天
仁
三
年

（
一
一
一
〇
）
の

「僧
勝
俊
家
地
売
券
」
翁
平
安

遺
文
』
一
七
二
一
号
）
に

「今
小
路
北
辺
」
と
し
て
初
め
て
現
わ
れ
る
。
ま
た
安

永
二
年

（
一
七
七
一こ

の
今
小
路
町
を
描
い
た
絵
図

「今
小
路
町
北
南
両
町
大

絵
図
券
文
」
（天
保
四
年

（
一
仝
≡
影

写
）
に
は
、
現
在
と
同
じ
町
割
り
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
絵
図
に
よ
る
と
、
調
査
地
は
北
か
ら

「小
泉
屋

赤
兵
衛
」
「菱

屋

忠
兵
衛
」
「紬
屋

又
六
」
の
三
軒
の
宅
地
に
あ
た
る
。

検
出
し
た
遺
構
に
は
、
井
戸

。
土
坑

・
石
組
遺
構

・
埋
甕
遺
構

・
土
器
埋
納

遺
構

・
柱
穴
な
ど
が
約
四
〇
〇
基
あ
り
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
各

時
代
に
わ
た
る
。

木
簡
は
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
三

。
Ｓ
Ｋ
Ｏ
七

。
Ｓ
Ｋ
三
二
四
、
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
か
ら

各

一
点
、
計
四
点
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
遺
構
で
、

遺
構
番
号
は
、
発
掘
調
査
時
の
遺
物
取
り
上
げ
の
仮
番
号
で
あ
る
。

Ｓ
Ｋ
〇
三
は
、
東
西
約
三

・
五
ｍ
南
北
約
四

・
五
ｍ
深
さ
約
〇

・
三
ｍ
の
平

面
隅
九
方
形
の
土
坑
で
、
土
坑
の
壁
際
の
底
に
は
約
○

・
四
～
○

・
六
ｍ
間
隔

の
杭
列
が
あ
る
。　
一
九
世
紀
中
頃
の
土
器
と
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
塵
芥
処
理

用
の
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｋ
Ｏ
七
は
、
東
西
約

一
。
三
ｍ
南
北
約
○

・

七
ｍ
深
さ
約
○

。
一
ｍ
の
平
面
楕
円
形
の
土
坑
で
、
重
複
関
係
か
ら
Ｓ
Ｋ
〇
三

よ
り
古
く
、　
一
七
世
紀
中
頃
か
ら

一
九
世
紀
中
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出

土
遺
物
は
少
な
い
。
Ｓ
Ｋ
三
二
四
は
、
東
西
約
Ｏ

・
三
ｍ
以
上
、
南
北
約
○

・

五
ｍ
以
上
、
深
さ
約
○

。
六
ｍ
の
平
面
方
形
の
土
坑
で
、
西
側
と
北
側
Ｑ
肩
が
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発
掘
機
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調
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担
当
者

遺
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遺
跡
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年
代
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別
の
遺
構
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
重
複
関
係
か
ら
、　
一
人
世
紀
前
半
の
上

坑
よ
り
古
い
。
出
土
遺
物
は
少
量
の
土
器
と
瓦
で
、　
三
二
世
紀
以
降
の
も
の
で

あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三
二
は
敷
地
西
側
奥
を
南
北
に
横
断
す
る
溝
で
、
敷
地
中
央
寄
り

で
鈎
形
に
屈
曲
す
る
。
幅
約
○

・
六
～
〇

・
八
ｍ
、
深
さ
約
○

。
二
～
○

・

三
ｍ
あ
り
、
中
央
部
の
西
岸
を
長
さ
約
五

・
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
石
組
み
で
護
岸

す
る
。
宅
地
裏
側
の
排
水
溝
と
み
ら
れ
る
。

一
一　
左
一昼
二
条
六
坊
十
坪

（市
五
五
九
次
調
査
）

調
査
地
は
、
平
城
京
跡
左
京
三
条
六
坊
十
坪
の
南
西
部
に
あ
た
り
、
中
世
以

降
は
興
福
寺
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
奈
良
町
遺
跡
の
中
央
に
位
置
す
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
井
戸

・
土
坑

・
柱
穴

・
溝

・
石
組
遺
構
な
ど
約

一
二
〇

〇
基
あ
り
、
奈
良
時
代
か
ら
近
代
ま
で
に
わ
た
る
。
発
掘
区
は
高
天
町

。
高
天

市
町

。
中
筋
町
の
三
町
に
ま
た
が
り
、
町
境
の
溝
を
検
出
す
る
な
ど
、
町
割
り

の
変
化
が
窺
え
、
奈
良
町
の
変
遷
を
知
る
上
で
良
好
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。

木
簡
は
、　
一
辺
約
二
ｍ
深
さ
約
○

。
人
ｍ
の
隅
九
方
形
の
土
坑
か
ら
、
陶
磁

器

・
鉄

・
ゴ
ム
な
ど
と
と
も
に

一
点
出
土
し
た
。
ま
た
顔
料
入
れ
と
推
定
さ
れ

る
白
磁
の
製
品
が
三
〇
〇
点
以
上
出
土
し
て
い
る
。
縦
横
約
五

・
四
伽
×
二

・

七
伽
、
厚
さ
約

一
・
○
伽
で
、
底
面
を
除
き
施
釉
す
る
。
時
期
は
昭
和
三
〇
～

三
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
二
条
七
坊
十
五
坪

（市
≡
二
一
次
調
査
）

土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
三

⑪
　
。
「川
□
□
組

ｏ
今
小
路
町

木
綿
屋
佐
兵
衛
」

名
菱
太
組

Ｏ
［日｝Ａハ　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＮ〉〈∞］〉〈ω
　
ＯμＰ＊

土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
七

②
　

・
□
□
三
斗
□
升

。
　

　

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ己

Ｘ
こ

迷

ｏ解

土
坑
Ｓ
Ｋ
三
二
四

①

　

「
□
□
口
三
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＮ授

ｏ巽

『

８
Ｐ

溝
Ｓ
Ｄ
三
二

（墨
線
）

船〕　　口」日］一一中峠̈忙黙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω］×ヽい×Ｐω　ｏ∞Ｐ

ω
は
木
札
状
の
製
品
で
ほ
ぼ
完
存
す
る
。
上
端
か
ら
一
・
○
伽
下
の
中
央
部

に
径
二
醐
ほ
ど
の
孔
が
あ
り
、
表
裏
に
墨
書
が
あ
る
。
「木
綿
屋
佐
兵
衛
」
は
、

先
述
の
江
戸
時
代
の
絵
図
に
、
調
査
地
の
二
軒
北
側
の
住
人
と
し
て
見
え
る
。



― (1)

(赤外線画像)

②
は
、
歪
な
短
冊
型
で
、
下
半
を
欠
損
す
る
。
表
裏
に
墨
書
が
あ
る
が
、
用
途

は
不
明
。
③
は
完
存
す
る
刷
毛
の
柄
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
柄
の
先
か
ら
刷
毛
方
向

に
墨
書
す
る
。
い
は
用
途
不
明
の
材
で
、
四
周
い
ず
れ
も
欠
損
す
る
。

完
存
し
て
お
り
、
周
囲
は
削

っ
て
仕
上
げ
る
。

二 (1)

左
一昼
二
条
六
坊
十
坪

（市
五
五
九
次
調
査
）

。
「
五
十
本
」

。
「
百
本

」

Φ
Φ
×
∞
卜
×
∞
　
ｏ
Ｐ
騨

表
裏
両
面
に
墨
書
す
る
。

（中
島
和
彦
）




